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 この誌面を通じて皆さまとお話しできた 1年は、大きな喜びに満ちたものでし
た。夫のニックと私が、イマジン・インパクト・ツアーで出会った素晴らしい人々の特
別なストーリーをご紹介できたことを、うれしく感じています。 グアテマラ西部
の山岳地帯パツーンから、ザンビアのルサカ近くにある小さな村に至るまで、私
たちはより良い世界を「イマジン」し、それに向かって力を尽くす多くの人たちと
出会ってきました。暴力に直面している子どもたちを救えるような教育を「イマジ
ン」する教師、深刻な食糧不足に悩む家族を支援するため、小麦粉砕機を作った
難民居住区に住むローターアクターたち、また、全ての子どもにポリオワクチンを
届けるために日々奮闘するポリオワーカーたちからも、インスピレーションを頂き
ました。 

 今年度、私たちみんなでロータリーを「イマジン」しました。これは、今日までの
自分を振り返り、明日の自分に可能性を見いだすことを意味します。私たちはこ
れからも、地球環境を改善し、インパクトある方法でストーリーを伝え、ＤＥＩ（多様
性、公平さ、インクルージョン）を胸に、人々の声に耳を傾けられるロータリーを「イ
マジン」していきましょう。 

 今年度、皆さまにお会いできたことに感謝するとともに、「イマジン ロータ
リー」の活動にご尽力いただいたことに、心からお礼申し上げます。次年度は「世
界に希望を生み出そう」をテーマに、これらの取り組みを継続していきましょう。
皆さまと共に活動できて、光栄でした。 

「さよなら」ではなく「お疲れさま」 

１.9月にニューヨーク市で行われたグローバルシチズン・
フェスティバルで、ロータリーがポリオ根絶活動にさら
に1億5,000万ドルを投入すると発表。２.8月に訪れたザ
ンビアで、ロータリー初の大規模プログラム補助金の受
領プログラムとなった「Partners for a Malaria-Free 
Zambia（マラリアのないザンビアのためのパートナー）」
に取り組むヘルスワーカーと面会。３.グアテマラ識字プ
ロジェクトの視察中に、学生のラッキー・ヨハナ・ミシェ
ル・チュタ・シモンさんと肩を並べる。４.７月、「イマジン・
ロータリー・カナダツアー」の最中に、王立カナダ騎馬警
察の赤い制服を着たクマの縫いぐるみを抱き締める。
５.9月、俳優のシボンギレ・ミアンボさん（会長の隣）と、
ウガンダのナキバレ難民居住区でサッカーの試合を観
戦。 

６.イギリス・ロンドンのコモンウェルスデーにてチャー
ルズ国王と面会。７.台湾のキャベツ畑で夫のニックさ
んと一休み。８.会長のネクタイとスカーフのインスピ
レーションとなった「Imagine One's Dream」の絵を描
いた弟のダレン・ジョーンズさんとジョーンズ会長。９.
２月、アメリカ・テキサス州でロータリークラブ会長エ
レクトが集まったセミナーに出席。10.カナダ・アル
バータ州カルガリーにて、毎年恒例のパレードで車に
乗るジョーンズ会長と夫のニックさん。 

次年度テーマ 
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 私のガバナー年度も残すところ１ヶ月となりました。 

 向かう１年は長く感じますが、過ぎた1年はあっという

間だと改めて感じました。 

 新型コロナウィルス感染拡大の中で、私のスローガン  

“行動し”  “実践する”  との思いの中で地区大会を開催する前に公式訪問

も3クラブのズーム例会以外のクラブは、すべて直接行かせていただきまし

た。 例会が休会となり日時を変更した事もたびたびでした。 

 クラブ会長あるいは幹事が感染したとの会話もありました。その中で、対

面でお話が出来、各クラブの特徴、独自の奉仕活動、クラブ自慢も楽しくお

聞きしました。 すべて楽しい想い出となっています。 

 地区の種々の活動にも極力参加させてもらいました。 インターアクトの皆

さんと東北大地震被災地（気仙沼）を訪ね復興状況（10年余後の）を見聞し

て20ヶ月後にトルコ大地震が発生しました。日本でも石川県で地震が発生し

ました。 

 ウクライナ紛争勃発から1年以上経過し、世界平和の危機が続き災害が日

本で、世界で発生し、世界のロータリーの力を結集しての活動が求められる

時代と感じる日々です。 

 

「行動し、実践することにより、“ロータリーの輪”を広げよう」 

地区スローガン 



一年を振り返って 

第１分区ガバナー補佐 玉井 洋司 

 ガバナー補佐の一年を振り
返って、一番の仕事が私の所
属する第１分区のガバナー公
式訪問に同行する事でした、公
式訪問を前に分区内のクラブ
を訪問すると補佐さん卓話よ
ろしくと言われ、もう少し準備
してきた方が良かったかなと
思いながら、世間話をさせていただきました。た
またま田辺クラブが70周年の周年に当るため周
年事業のPRをさせていただき、何とか切り抜けま
したが、訪問させていただいた１分区内のクラブ
にはご迷惑おかけしました、ただどのクラブへお
邪魔しても暖かく迎えてくださり感謝に堪えませ
ん。 クラブ訪問の移動距離を調べてみますとす
べて日帰りでお邪魔したので約１，１００kmとかなり
の移動距離でした、ガバナーのそのことをお話し
すると俺は6,000km位かなんて冗談話をさせて
いただきました。 

 何処のクラブも会員減少と高齢化に悩んでお
り、たまたま私の田辺クラブは昨年夏の段階で会
員数８２名なので田辺クラブさんはどのようにし
ているかの質問をいつも頂戴しました。田辺クラ
ブは先輩方の協力もあり退会される人がほぼ０
名です、それと世間の流れに惑わされず、心地よ
いロータリーライフを送っていただくよう会長幹
事理事の皆さんが努力しています、と答えさせて
いただきました。１分区内のいずれのクラブも会
員数の多い少ないにかかわらず、会員同士が仲
良くお互いを気遣い合いクラブを運営されてい
る事が手に取るようにわかりました。 

 最後になりましたが地区内の会員皆様、ガバ
ナー補佐終了後も会議イベントなどで出会いま
したらロータリーソング「それでこそロータリー」
のように「やあ」「おい」と言ってお声がけくださ
い。「奉仕の理想に」始まるロータリーソングのよ
うな２６４０地区を願って！ １年間ありがとうござ
いました。 

第2分区ガバナー補佐 松村 秀一 

 クラブ協議会とガバ
ナー公式訪問のときに、第
2分区の9クラブを訪問さ
せていただきました。 

 それぞれのクラブが地
域で奉仕活動をしいます。

国際奉仕をしているクラブもあります。ま
た、クラブ内に趣味を共に楽しむ同好会ク
ラブを作って親睦を深めているクラブも
ありました。 

2分区9クラブの合計会員数は201名うち
女性会員は19名です。平均すると会員数
23名うち女性2名となります。やはり若い
会員と女性会員を増やす事が重要です。
会員増強で大切なことは、勧誘する人が
ロータリークラブの会員でよかったと心か
ら思っていることです。ロータリーに入る
と良いことがたくさんあることを知人や
近くにいる人に伝えることが会員増強に
つながると考えます。 

 私もロータリーの良いところを発信し
てゆきたいと思います。 2分区の皆様お
世話になりました。1年間ありがとうござ
いました。 

第3分区ガバナー補佐 田原 久一 

 今年は、新型コロナウイルス
感染症の弱毒化と収束化が
やっとのことで令和５年５月８
日から第５類になりロータリー
クラブも昔のようになって来ま
した。 

 補佐開始７月はマスクは必修
で１２月まで和歌山市内８クラブ
を補佐として各クラブを１回ガバナーアシスタント
として各クラブを１回、合計１８回クラブ訪問をさ
せて頂き、本当の意味で勉強になりました。 

 第３分区のインターシティミーティングでは、
講評を、と言う事になってまして、何を話すれば
よいのか、大変困りましたが、何とか、無事終わる
ことができました。 

 なれていないとはいえ、随分失礼があったか
と思います。この場を借りましてお詫び申し上げ
ます。 

 準備段階並びに後半はガバナーアシスタント
としてお供をするだけでしたから、大変楽でした。
この体験を今後に役立てたいと思います。 皆さ
んに感謝申し上げます。ありがとうございまし
た。 
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第４分区ガバナー補佐 森本 和洋 

 2640地区の皆様におかれ
ましては、日頃よりご尽力を
いただき、誠にありがとうご
ざいます。私は第４分区の担
当で、ガバナー公式訪問の際
には大変お世話になりました。
直接クラブを訪問させて頂き
それぞれの地域のリーダー的
存在の方々が毎年々々社会貢献をされているこ
とに感慨深いものがありました。2640地区は、多
くのクラブの皆様の力によって成り立っていると
改めて思いました。 

 また、毎月あるガバナー補佐・幹事合同会議で
は有難う御座いました。 私も７月からは１会員と
してガバナー補佐の経験をクラブ内で生かした
いと思います。 一年間有難う御座いました。 

第５分区ガバナー補佐 北岡 満 

 森本年度のガバナー補佐を
お引き受けして、１年が過ぎよ
うとしています。 

 一瞬の間の一年間であった
ように思います。私は富田林
ロータリークラブに所属して４
０年になりますが、ガバナー補
佐を務めて、私が自分のクラ
ブだけに漫然と所属していたということが分か
りました。自分所属するクラブ以外の近隣クラブ
が、どのような活動されているのか、どのような
状況にあるのか殆ど知らなかったと言ってもい
い状態でした。この１年間ガバナー補佐として各
クラブを訪問して、IM5組の皆さんの、コロナ収束
後のロータリー活動と、会員増強に苦闘される会
長・幹事さんの姿が特に印象的でした。補佐訪問
で、特に印象に残ったことは、以下のようなこと
です。 

①IM５組のクラブの社会奉仕、青少年活動等につ
いて 

 各クラブが大事に継続されてこられた活動が
どのクラブもそれぞれあることを知らされまし
た。例えば海外との青少年交換、地元の幼稚園・
小学校の子供らの活動の応援、キッズオーケスト
ラの活動の応援と招聘、地元の消防職員さんらを
招いての「災害時の対応等」をテーマに地域の
皆さんも参加するオープン卓話、小学校での「お
はよう挨拶運動」などである。また、インターアク
トは地域の高校と深い信頼関係を長年にわたり
築きあげてこられ、ロータアクトは、コロナで奉仕
活動はほとんど出来なかったようであるが、メン

バーの結束の絆は途絶えておらず、コロナ明け
には、また活動を開始される準備ができているこ
とを知りました。 

②会員増強、退会防止の現況について 

 ガバナー補佐としてIM５組の全クラブの例会を
対面で見せていただきました。その中で、各クラ
ブが会員増強に苦慮されている状況をつぶさに
お聞かせいただきました。 IM５組のほとんどのク
ラブが会員減少に陥っていることが、数字上も
明確です。さらに会員の高齢化の問題も深刻で
す。若い会員の増強が焦眉であることがよく分
かります。IM５組のなかで今まで会員が相当数お
られたクラブが、全盛期の2割～３割程度の会員
数にまで減少されていることを知るにつけ、この
ままではロータリークラブの存在すら危うく見え
てくるのは思い過ごしでしょうか。 

 各クラブの会長・幹事さんも、皆さんそのこと
は十分懸念されており、全力で新入会員の獲得
を試みておられるのですが、何年も会員を増強
できないことに、もはや新入会員は望めないと
いうあきらめにも似た雰囲気がうかがえるクラ
ブもありました。 

 このような状況に、地区の会員増強委員会で
もしっかりアドバイスされてきました。他地区で増
強に成功した話もアナウンスされました。しかしコ
ロナのこともあり、なかなか会員増強に結び付き
ませでした。結局会員増強は、各クラブが自ら解
決するべきものかと思われますが、IMの皆さんで
会員増強のチームを作って、地域で新入会員候
補の情報を出し合うなど広い範囲で候補者を探
してみたらいかがかと思います。他クラブのこと
を考える余裕はない、自分のクラブだけで手一
杯だという意見もあるでしょうが、地域の人脈を
お持ちの方が、会員候補者の情報を互いに交換
し合い、IM単位で会員増強を助け合うことを始め
ることができたらいいのにと思いました。地区が
そのようなところにお力になれないだろうかと
思いました。 

第6分区ガバナー補佐 宇野 芳孝 

 早いものでガバナー補佐の
仕事もゴール直前に迫ってき
ました。第6分区のガバナー補
佐はなかなか決まらずに、私
が、ガバナー補佐の大任をお
引き受けしたのが5月末でし
た。他のガバナー補佐から半年
遅れてのスタートとなり、ガバ
ナー補佐研修会・地区チーム研
修セミナー・PETS等、ガバナー 
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補佐として受けるべき研修も受講せず、準備不
足で不安しかありませんでしたが、森本ガバ
ナー、初田代表幹事をはじめ、第6分区の皆様の
お力添えを頂きました。この場をお借りして厚く
御礼申し上げます。 

 先日の近隣会長・幹事会では、第6分区の現状
を説明し、皆様のご協力のもと、次々年度以降の
ガバナー補佐選出について一定のルールを決め
ることが出来ました。また、ガバナー公式訪問、
ガバナー補佐訪問では大変暖かく歓迎して頂き
感謝申し上げます。 

 各クラブが特色のある活動をしています。地域
密着した奉仕活動や国際奉仕活動の実践を直接
感じることが出来ました。特に就任早々、泉佐野
RCの会長から、ウクライナ支援をしたいがどうす
ればいいのかとの相談を受け、ロータリー財団災
害救援補助金を活用できたことが良い思い出で
す。今後のロータリー活動に活かせればと思いま
す。 

 最後に、ガバナー補佐としての役割は十分に
出来ませんでしたが、ご協力を頂いた第6分区の
会長・幹事をはじめ、ロータリアンの皆様に感謝申
し上げます。半年遅れのスタートで何も出来てい
ないからか、ガバナー補佐を留年することになり
ました。今年度の反省を活かして職責を果たして
いく所存です。第6分区の皆様、引き続きよろしく
お願い申し上げます。 

 第７分区ガバナー補佐 北野 治義 

 本年度、初めての地区出向が
ガバナー補佐でした。 まずRLI
でロータリーの勉強し、自分な
りに頑張ったつもりでした。 

 ７月からガバナー訪問に備え
て補佐訪問をし、各クラブの特
徴をメモし講評をしてきました。
この様な新人ガバナー補佐に
も、各クラブの会長幹事様は暖かく迎えて頂きと
ても感謝しております。 

 後半は色々と意見の食い違いや、思い違いで
色々ありました。 しかし、これもロータリクラブな
んです。メンバー個々に思いがあり、より良い地
区になる様に考えてるからこそなんです。 

 自分も縁あって次年度ガバナー補佐を拝命し
ており、次年度もみんなと仲良く楽しい地区にな
る様に行動したいと思います。 

 本年度は、本当にお世話になりました。有難う
御座いました。 

 

第８分区ガバナー補佐 丸山 孝明 

 １年半程前のことです。クラブ
で地区役員を担当しているメン
バーより、例会後に軽く爽やかに
声を掛けられました。「月に１回和
歌山に行ってくれへん」そこで、
私にできることでしたらと日頃
の習慣で「頼まれごとは、試され
ごと」迷わず「はい、喜んで」と
返答しました。そして、はじめて和歌山のガバ
ナー事務所に行き自分が「ガバナー補佐」を承
諾したことに気づきました。しかし私以外の方々
も自己紹介で同じようなことを話されていたの
を記憶しています。 

 ７月になり、ガバナー補佐として各クラブアッ
センブリーへの訪問が始まりました。自クラブ以
外への訪問は、どこに行っても歓迎してくださり
逆に大変緊張し、ガバナー補佐としての役割の
大きさを実感し、その後のガバナー公式訪問にも
同席し少しずつ他クラブの様子が見えてきまし
た。 

 ８分区では毎月７ロータリー会長幹事の連絡会
が持ち回り担当で開催されています。そこで７月
最初の連絡会で「この７ロータリー連絡会での話
合いが大きな原動力となります」とご挨拶させ
て頂きました。今年度の連絡会では比較的若いメ
ンバーが多く活発な意見が出て非常に活性化し
たと嬉しく思っています。その結果として３月５日
「子供フェスタ」を堺清陵ＲＣ主催で７ロータリーク
ラブが団結して大イベントを成功させ、また３月１
７日には７ロータリーメンバーが集い「堺７ロータ
リー合同フォーラム」を開催し、他クラブのメン
バーと話し合いを深めました。 

 今年度もあと少し、何事もなく平穏に一年が締
めくくれますことを祈ります。未熟なガバナー補
佐を皆様で支えてくださり心より感謝申し上げま
す。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

第2640地区 



 同じ関心や趣味、職業をもつ世界中の仲間と楽しく交流できる方法、そ

れが「ロータリー親睦活動グループ」。世界中に会員がいるロータリーなら

ではの国際交流のチャンスです。 

親睦活動グループに参加するには？ 

 親睦活動に関心のある方ならどなたでも参加できます。関心のあるグループを見つけたら、ロータ

リー親睦活動名簿を参考に、グループに直接連絡を取ってみましょう。 連絡先は下記リンクをご覧くだ

さい。               https://www.rotary.org/ja/our-programs/more-fellowships 

 

親睦活動グループをつくるには？ 

〇ロータリー親睦活動 候補グループのためのガイドを読む。 

〇同じトピックに関心のある人を見つける： 

〇フォーラムのディスカッショングループに参加するか、新しいディスカッショングループをつくる。
フォーラムはほかの〇メンバーとつながることのできる優れた方法です。 

〇ロータリーのフェイスブック（英語／日本語）、 ツイッター（英語／日本語）、リンクトインでグループ
立ち上げのア〇イデアを紹介し、同じ趣味や関心をもつ人を募る。 

〇ロータリー国際大会やそのほかのロータリーのイベントに出席する。 

〇ほかの国の地区リーダーに連絡し、メンバーの募集に協力してもらう。 

〇オンラインフォームを提出して正式な認証を申請する。 

 

 クラブに入会し、活動を続ける主な理由の一つが「親睦」。生涯にわたる友情を築く機会の

一つとして、ロータリー親睦活動グループがあります。これは、共通の趣味や職業を持つ全

世界のロータリアン、配偶者、ローターアクターが集まり、親睦を深めるグループです。分野

は多岐にわたり、テニス、ワイン、マラソン、料理、スクーバダイビング、自動車、ジャズ、コン

ピューターなど、多くのグループがあります。行事、コンテスト、会合を通じて、クラブや地区、

さらには国境を越えた交流を楽しめるだけでなく、毎年、ほぼ半数のグループがロータリー

国際大会に参加し、友愛の家で展示を行ったり、非公式関連行事を開き、ともに活動したり、

仲間との親睦を深めています。 

https://www.rotary.org/ja/our-programs/more-fellowships


【RIニュース】 

 ロータリー国際大会がメルボルンで開幕しました。世界中から集まったロータリアン

が国際性と親睦を存分に味わいました。会場は熱気と興奮の渦にあふれ、世界でつな

がるロータリーを実感しました。 



【RIニュース】 

https://www.rotary.org/ja/tools-and-vision-how-ending-polio-helps-fight-malaria 

 6月10日、インクルージョンの推進に貢献したロータリー会員を

紹介するイベントのプレミア配信が行われます。 日本時間の深夜

となりますが、是非、ご覧ください。 

フェイスブックのイベントページ https://on.rotary.org/42OvVb0 

 私たちは、持続可能な良い変化を生むために人びとが手を取り合って行動する世界とい
うビジョンの実現には、多様性があり、公平で、インクルーシブ（包摂的）な文化を培うこと
が不可欠であると理解しています。  

 私たちは多様性を重んじ、すべての背景、年齢、民族、人種、肌の色、障害、学習スタイル、
宗教、信条、社会経済的立場、文化、婚姻状況、使用言語、性別、性的指向、ジェンダー自認
だけでなく、異なるアイデア、考え、価値観、信念を持つ人びとによる貢献を大切にします。  

 ロータリーへの入会、参加、リーダーシップの機会といった面で、歴史的に特定のグルー
プの人びとが障壁に直面していたという点を認識し、すべての人が成功のためのリソース、
機会、ネットワーク、支援への必要なアクセスを得られるよう、地域社会でのパートナーシッ
プも含め、ロータリーのあらゆる側面で公平さを促進していくことに私たちは全力を注ぎ
ます。  

 私たちは、すべての人が目に見える、または目に見えない本質的に独自の資質を備えて
いると信じています。また、自分が大切にされているとすべての人が感じ、帰属意識を持て
るようなインクルーシブな文化を築くことに尽力します。  

 高潔性というロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）にいた
る旅路において組織として自分たちがどこにいるのかを正直かつ透明性をもって見据える
とともに、これからも学び、向上し続けていくことに全力を尽くします。  

https://www.rotary.org/ja/tools-and-vision-how-ending-polio-helps-fight-malaria
https://on.rotary.org/42OvVb0


新旧合同クラブ社会奉仕委員長会議 

【地区活動報告】 

5月13日(土)JA和歌山ビルにて新旧合同クラブ社会奉仕委員長会議
を開催いたしました。 各クラブより新旧の社会奉仕担当会員をはじめ、
地区委員や関係者62名が参加。次年度に向けて奉仕事業構築の気づき
になる様に、情報・意見交換を行いました。 

第1部では、上野山委員長から地区外のすばらしい奉仕事
業を２例（河川・湖の環境保護再生事業と薬物乱用防止事
業）紹介し、また地区内の社会奉仕事業の事例紹介として
①和歌山アゼリアRCの「コロナ禍によるひとり親困窮家庭に食料支援」②河
内長野RCの「ロータリーカップバレーボール教室&大会」③泉佐野RCの「ウク
ライナ難民支援」について、それぞれ詳細な紹介がありました。 

続いて、第２部では、グループワークでの実際の奉仕事業事例を考察してもらい、今後
各クラブで事業を創造する場合の参考にして頂きました。事例は① 環境保護・再生に対
する事業② 薬物乱用を防止する事業③ ITを活用した奉仕事業にしぼり、・事業目的・活動
内容・効果の検証性・他の参加・資金・課題という観点から論じ、アイデアを出し合い、仮事
業を作成し、最後は各グループで内容発表をして頂きました。 

 地域社会奉仕委員会では各クラブの奉仕事業を充実して行なっていただける様、
様々なリソースを研究し、ご相談に乗れる様に準備しております。何かございましたらガ
バナー事務所までお問い合わせください。 

地区社会奉仕委員会 



 5月21日（日）にガバナー事務所において第6回長期派遣候補生に対

するオリエンテーションを谷宗光ガバナーエレクトご臨席の上で開催し

ました。 

 3人の派遣候補生の皆さんには「日頃からの小さな奉仕」をテーマに

英語でのスピーチをして頂きました。回を重ねるに従って、スピーチの

内容も随分と向上してきているように感じます。この調子でいけば、実

際に海外への派遣で大きく成長することが期待できると思います。6月に新潟で開催

されるRIJEMの会議の後、景山莉愛さんと川野伊織さんのホストをされる5650地区の

Steve Gerdesさんが大阪に来れます。 

 2人の交換学生と面談をして頂く予定になっており、色々な質問にも答えて頂けるよ

うです。2023-2024年度の交換学生は今年の8月には出発の予定です。いよいよ近づ

いてきました。 

第6回長期派遣候補生に対するオリエンテーション  

【地区活動報告】 

地区青少年交換委員長 豊岡 敬 



フィリピン第３８２０地区との国際交流 

【クラブ活動報告】 

 去る４月２３日（日）１１：００～１３：３０、関空ホテ

ル日航「桃李」において、２６４０地区と３８２０地

区の次期幹部同士が国際交流を深めました。

来日したのは、３８２０地区ガバナーエレクトの

ウイリアム・デリョーロ夫妻と地区委員のライ

アン・バスタレーチェさん。カウンターパートと

して、２６４０地区の谷宗光ガバナーエレクトと

古谷（ふるたに）典子国際奉仕委員会委員長

が応対されました。 

 フィリピン同地区は、地区方針の一環としてロータリーの目的の第

４「奉仕の理想で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、

国際理解、親善、平和を推進すること」を重点取り組み事項に掲げて

おり、これまで基本的価値観を共有する台湾、韓国と交流して来まし

た。今回、同地区のサンペドロ・ロータリークラブが姉妹クラブの和歌

山中ロータリークラブを訪問するのに同行し、２６４０地区との交流を

深めたいとして、来日しました。 

 当日は、３８２０地区３名に加え、サンペドロRCの今期会長、会長エレ

クト、パスト会長４名、和歌山中ロータリークラブがフィリピン４年制大

学での学費・生活費等全額を支援した元奨学生のルイサ・カサスさん、そして和歌山中

ロータリークラブから、５名の合計１５名が打合せに同席しました。 

 同地区一行は、翌２４日（月）にサンペドロＲＣと和歌山中ＲＣが予定していた、岸本周

平和歌山県知事への表敬訪問にも同行いたしました。同日夜には、和歌山市のロイネッ

トホテルで盛大にフェアウエルパーティーを開催、谷宗光ガバナーエレクトにご手配頂

いた記念品をウイリアムガバナーエレクトにお渡しいたしました。ボン・ボヤーュ！！！ 

 和歌山中ロータリークラブ 

国際奉仕委員長 宮本 裕史 

＜RI3820地区ウイリアムGEご夫妻とRI2640地区谷
GE、林国際奉仕委員長、古谷次年度国際奉仕委員
長との記念写真＞ 

ガバナーエレクト同士
のツーショット写真 

＜岸本周平和歌山県知事 表敬訪問＞ 



「堺市内 子ども食堂支援」 

【クラブ活動報告】 

堺東ロータリークラブ 
 

この度、当クラブが支援している堺市立

英彰小学校子ども食堂運営者との懇談会

で、可能であれば「サーキュレーター」を

寄贈して欲しい。との要望がありました。 

この懇談会には、堺市社会福祉協議会

（以下、堺市社協という）の担当者も出席

しており、クラブとして堺市社協と協議し

た結果、子ども食堂を運営している６０の

小学校区の子ども食堂に「サーキュレーター６０台」を寄贈することとしました。また、

市内には、残り３０余りの校区で順次運営されるようです。 

本来ならば、直接６０の子ども食堂に持参すべきところ、今回は、堺市社協に寄贈す

ることにし、そこから各子ども食堂に連絡して受け取って貰いました。運営者からのお

礼状が届き、有効活用していただいている旨の確認が出来、クラブ社会奉仕委員会事

業として今期実績の一つとなりました。 

５月９日（火）例会時に堺市長より感謝状をいただきました。 

 









第１地域 コーディネーター補佐 

 中里 公造（川口モーニング） 

 間もなく新年度がスタートし
ます。 新年度に入る準備とし
て、クラブ活動(年度)計画書
に記載のクラブ定款は、2022
年度版のものになっているで
しょうか？ 

 2019年度版や2016年度版、
さらにはそれ以前の古いクラ
ブ定款のままになっているク
ラブはありませんか。またクラブ細則も新しい定款
に添ったものに変更されているでしょうか。クラブ
の委員会構成はクラブ細則に沿ったものになって
いるでしょうか。 クラブ定款・細則で、2022年の規
定審議会で変更になった部分には、下線をいれて
おくと会員の皆さんも分かりやすいのではないで
しょうか。 クラブ細則は、クラブ独自のものでクラ
ブの特徴を表しているでしょうか。 また、毎年変更
されているでしょうか。 所在地域は、正しい表記に
なっていますか。以前の区域限界のままの表記に
なっていませんか。 

 さて、昨年度の2022年規定審議会では、人頭分
担金の度重なる値上げが採択されました。また、日
本から提案された事務総長に関する立法案が否決
されましたが、それぞれの地区を代表する皆さん
が集まって規定審議会で決めたことだから仕方が
ない、と端らから諦めていませんか？ 

 クラブは規定審議会によって採択された立法案
に対し、反対の意思表示をすることが出来ます。ク
ラブからの有効投票のうち5％相当のクラブの反対
票があった場合、採択された立法案の効力は一時
保留となります。その後一時保留となった立法案に
対しクラブとして賛否を投票し、反対票が過半数を
超えた時は、規定審議会で採択された立法案は一
時保留の日にさかのぼり無効となります。決して規
定審議会の決定が最終ではないということです。 

 2022年の規定審議会の結果については8件の立
法案について反対票がありました。「人頭分担金を
増額する件」への反対票が一番多く402票でした
が、一時保留にするには2,632票が必要でしたので
及びませんでした。 

 次の規定審議会は2025年です。どの様な立法案
が採択されるか分かりませんが、規定審議会の決
定におかしいと嘆く前に、クラブ内で検討しクラブ
としての意思表示を出して見ませんか。 

第１地域 公共イメージコーディネーター補佐 

 井原 實（さいたま新都心） 

 2020年7月-23年6月の3年間
第1地域のRPICを務めさせて頂
きました。この原稿は5月に書い
ておりますので、任期は1カ月と
少し残っております。 

 2020年の3月中旬にエバンス
トンにおいて開催予定の地域
コーディネーター研修に参加す
る準備をしている時に、「RIは
COVID-19について万全の対策をしているので安心
してシカゴに来て下さい」とのメールを受信し、数日
後に中止のメールを受信するという劇的な変化を
体験しました。国内では安倍総理がコロナ対策で小
中学校の春休みを1週間前倒しにすると発表してい
た頃だったと思います。私と同期の第2地域の服部
陽子RPIC、服部良男RRFCはエバンストンでの研修を
受講すること無く、その任に着きました。 

 幸い、第3地域を担当しておられた山下晧三RPIC
が1年先行してRPICを務めておられたので、山下
リーダーを中心にZoomを使ったオンライン会議で密
に連絡をとりながら活動計画を練りました。 

 任期1年目は、3地域の各地区の公共イメージ委
員長にアンケートをお願いした後、オンラインでの3
地域合同での委員長セミナーを実施しました。RIの
行動計画と公共イメージ向上、ロータリーのブラン
ド、公共イメージ向上の例として世界ポリオデーな
どについて説明しました。開催日の二日前の8月27
日にWHOがアフリカでのポリオ根絶の宣言を発表し
ましたが、新聞記事の中に国際ロータリーの名前は
一切出て来ませんでした。ロータリーのポリオ根絶
活動については私達ロータリアンが一般の人々に
伝える努力をしなければならない事を痛感しまし
た。  

 任期2年目は、辰野RI理事（2022年当時）が日本
経済新聞にロータリーの1面広告を掲載してロータ
リーの紹介をしようと提案され、10月22日の世界ポ
リオデーの直前に記事が掲載されました。また、日
本の幾つかの地区が世界ポリオデーに向けて大き
なイベントを実施して下さいました。 

 任期3年目は、佐藤RI理事が、日本の津々浦々で
各ロータリークラブが世界ポリオデーに向けてのイ
ベントを実施するよう推進しようと提案され、10月
18日に日経の1面広告を掲載し、世界ポリオデーの
フォトコンテストを実施しました。 

 【次ページへ】 



 任期中の3年間はコロナ禍の中でリアルでの
セミナーが開催出来ず、担当地区の皆様と直
接お話しする機会は少なかったですが、オンラ
インの会議を通じて各地域の公共イメージ委員
長、ガバナー、ガバナーエレクトとの方々、そし
て各地域のARPICの方々と繋がり、沢山の支援
を受けました。フォトコンテストにおいては、ジェ
ニファージョーンズRI会長、イアンライズリーR
財団管理委員長、佐藤RI理事、三木R財団管理
委員に写真の選定をして頂くなど、大きなイベ
ントに繋げることが出来ました。関係各位のご
支援。ご協力に感謝申し上げますと共に、公共
イメージ向上のご理解が進むことを願っており
ます。 

 

第１地域 ロータリー財団コーディネーター補佐 

 四宮 孝郎（大阪西南） 

「世界でよいこと？」 

 たった26ドル50セントの
寄付から始まった基金の設
立。 １９１７年のアトランタ国
際大会においてRI会長アー
チC.クランフ氏の「世界でよ
いことをしよう」との提案
に、カンザスシティロータ
リークラブが呼応して拠出
したものでした。 

１９２８年に「ロータリー財団」と命名され現在で
も発展し続けていますが、「世界でよいこと」を
する大きな第一歩の財団プログラムは１９４７年
の「国際理解を育む」ことを目的とした１９名の
各国からの学生に対する大学院留学の為の奨
学金の提供でした。 

 その後、１９７８年より補助金プログラムとして
３H（Health保健・Hunger飢餓追放・Humanity人間
性尊重）プログラムが創設され、現在のグロー
バル補助金へと繋がっています。 

 １９８５年から始まったポリオ根絶プログラム
は世界中の子供たちの命を守る事ができ、大き
な成果を上げていますが、全世界でポリオフ
リーが宣言されるまでロータリーの最優先事項
であることはご承知のとおりです。 

 １９９９年には財団は「平和および紛争解決の
分野における国際問題研究」の為のロータリー
センター（平和センター）の設立を果たしまし
た。２００２年の第一期生以降、多くのロータリー
平和フェロー達が巣立って世界で活躍されて
います。 

 ２０１３年から開始されたDG（地区補助金）・GG
（グローバル補助金）により財団のプログラム
も大きく変わりましたが、２０２２－２３年度では６
５４件のGG・２５９件の災害救援補助金が「世界
でよいこと」の為に活用されています。 

 直近のトルコ・シリア大地震などの自然大災
害が世界各地で発生し、支援活動が様々な形
で実施されています。 

 ウクライナ問題に対する支援活動も今後共
ニーズに合ったものが求められ、継続して実施
していかなければなりません。又、その他の紛
争地域に対するロータリーとしてできる支援活
動も求められています。 

 「女児のエンパワーメント」「メンタルヘルス」
に対する取り組みも始まっています。 

 ロータリー財団の歴史にあるように、その時
に私たちに求められているものを把握して、
ロータリアンである誇りと自信を胸に「世界で
よいこと」を実現できるための種をこれからも
皆様と共に蒔いてまいりましょう…。 

 







国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : mor imoto@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めています。皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所へご
送付ください。 また、毎号の表紙写真もご提供ください。 

 ガバナー月信は、国際ロータリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集
等、紙面の充実に努めてまいります。 皆様のご協力をお願いします。   

地区IT・ガバナー月信委員会 

  2022-2023年度 ガバナー月信をご愛読いただき、誠にありがとうございました。 

 皆様のご協力とご支援のおかげで、最終号まで無事に発刊することができました。深く
感謝申し上げます。 

 次年度も引き続き、記事提供、投稿等、何卒、よろしくお願いします。 


